
臨床医として患者さんを救う新たな治療法の開発に尽⼒することに⽬標を
掲げ、⼀酸化窒素NOの臨床での第⼀任者として活躍を続けておられる市瀬
先⽣。研究室では、NOをCOVID-19の治療にいち早く取り⼊れ、臨床試験
の結果を次々と発表されてきました。今回のご来⽇にあわせ、本学・⼥⼦
医⼤病院に講義においでいただく事になりました。久々の対⾯＆ZOOMを
通し、⼀酸化窒素と臨床研究の醍醐味について是⾮⼀緒に学びましょう！

2022年6⽉27⽇(⽉)
東京時間7時-7:50
配信⽅法：対⾯＆ZOOM 

ikyoku.ac@twmu.ac.jp事前登録お願い致します
演者：ハーバード⼤学 市瀬 史先⽣
東京⼥⼦医科⼤学⿇酔科学分野客員教授

Inhaled Nitric Oxide for COVID-19 and beyond

東京⼥⼦医⼤⿇酔科
グランドラウンド

Anesthesia Grand Rounds at TWMU

⼀酸化窒素投与による治療効果から
COVID-19の病態⽣理を探る
〜基礎から臨床への研究の道筋〜

予告：同⽇夜開催☆6⽉27⽇19-20時弘前⼤学廣⽥和美教授、
7⽉19⽇インディアナ⼤学岡野David⿓介先⽣、2022年9⽉福島県⽴医科⼤学⼩原伸樹先⽣

⽶国 Harvard⼤学⿇酔・集中治療・ペイン科 教授
William Thomas Green Morton Professor of Anaesthesia, Harvard 
Medical School. Department of Anesthesia, Critical Care and Pain 
Medicine, Massachusetts General Hospital
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